
新築学生寮イメージ 

ポリテクカレッジ石川（IPC。厚生労働省所管の職業能力

開発大学校）は、能登半島地震で被災した校舎を新設・改修。 

令和９年（2027 年）４月に全国のポリテクカレッジで初の

「デジタル創造技術科」を設置し、能登での訓練を再開しま

す。 

本校の再開は施設の復旧にとどまらず、能登の復興・再生

に不可欠な「技術を持った若者」を地元で育成・活躍させる

ためのプロジェクトです。 

 

 

 
 

令和９年（2027 年）４月､ポリテクカレッジ石川が能登で訓練を再開 

全国初「デジタル創造技術科」で､ものづくり×デジタル人材を産業界へ 
 

 

 

 

 

  

  

   

  

  
 

 

 

■ 本件のポイント 

１．「復興のシンボル」として能登で再開 

被災した実習棟を全面改修し、学生寮を 

建替え、能登の地で再開（Re-START）します。 

 

 

 

２．全国初の訓練科「デジタル創造技術科」を設置 

機械設計・加工、組込みソフトウェア等のものづくり技術に加え、ＡＩ・ロボット等の

デジタル技術を学ぶ全国初の訓練科を設置し、地域の産業界に人材を輩出します。 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

３．地域企業と一体で“課題解決型実習“を実施 

地域企業が抱える課題の解決に学生が取り組み、実践力の習得と地域産業への貢献を両

立します。 

 令和８年２月１６日 

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 

ポリテクカレッジ石川 
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■ 再開に至る経緯 

令和６年能登半島地震で校舎が被災したため、令和６年４月から北陸職業能力開発大学

校（北陸ポリテクカレッジ。富山県魚津市）に一時移転して訓練を継続しておりましたが、

「地元で学びたい」「復興の役に立ちたい」「石川で訓練を再開してほしい」という声を受

け、能登で再開することとしました。 

 

■ 訓練科の内容 

１．設置科・定員・訓練期間 

「デジタル創造技術科（機械コース／電子情報コース）」定員４０名、２年間 

２．育成する人材像 

「ものづくり×デジタルで地域課題を解決するエンジニア」 

デジタル創造技術科で育成するのは、デジタル技術を駆使し、地域課題の解決にむけた

「ものづくり」に挑戦できる人材です。修了生は、製造現場のデジタル化を推進するキー

パーソンとして、地域産業の課題を技術で解決するエンジニアとして、幅広い分野での活

躍が期待されます。 

希望者は北陸職業能力開発大学校への進学も可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 校長 [北村雅嗣] コメント 

震災という困難を乗り越え、再びこの能登の地で教育訓練を開始できることを感慨深く

思います。これからの能登を作るのは『人』であり『技術』です。本校が、技術を志す若者

たちの希望の灯火となり、地域産業の力強いエンジンとなるよう努めてまいります。 

 

■ スケジュール（予定） 

令和７年１２月 ：復旧工事着工 

令和８年１２月末：実習棟改修完了 

令和９年２月末 ：新築学生寮完成 

令和９年４月  ：入校式 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

ポリテクカレッジ石川（IPC（Ishikawa Polytechnic College）担当：山本） 

  ＴＥＬ：０７６５－２３－０１６９ 


